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働き方改革の取り組み働き方改革の取り組み

一　

は
じ
め
に

　
「
両
立
支
援
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
久
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

国
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
出
産
、

育
児
等
に
よ
る
労
働
者
の
離
職
を
防
ぎ
、
希
望
に
応
じ
て

男
女
共
に
仕
事
と
育
児
等
を
両
立
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
特
に
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
男
女
問
わ
ず
仕
事
と
育
児
等
を
両
立
で
き
る

職
場
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
段
階
的
に
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
全
国
平
均
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進
む
当

県
に
お
い
て
、
子
育
て
や
介
護
を
始
め
と
し
た
家
庭
生
活

と
仕
事
の
両
立
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
県
庁
に
お
い
て
も
、
男
女
を
問
わ
ず
、
全
て
の
職
員

が
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
、
当
県
に
お
け
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

確
保
に
向
け
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

二　

職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

　

当
県
で
は
、
年
齢
や
性
別
、
障
害
の
有
無
等
を
超
え
、

多
様
な
人
材
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
思
う

存
分
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
組
織
と
し
て
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
化
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
「
働
き
や
す
さ
」
を
実
感
し
な
が
ら
「
働
き
が
い
」

を
持
っ
て
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
組
の
参
考
と
す
る
た
め
、
昨
年
一
〇
月
に
、

全
職
員
を
対
象
に
実
施
し
た
「
働
き
や
す
さ
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
、「
現
在
の
職
場
は
働
き
や
す

い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
七
四
パ
ー

秋
田
県

秋
田
県
に
お
け
る
職
員
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

～
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

秋
田
県
総
務
部
人
事
課

休
務

者
数

（
a）

割
合

（
※

1
）

男
性

（
b
）

割
合

（
b
/
a）

女
性

（
c）

割
合

（
c/

a）
在

籍
職

員
数

（
ｄ
）（

※
2
）

割
合

（
※

1
）

割
合

（
a/

d
）

（
注

）

７
　

一
部

事
務

組
合

等
に

つ
い

て
は

、
専

任
の

職
員

が
所

属
す

る
団

体
の

み
調

査
対

象
と

し
て

い
る

。

表
４
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
よ
る
休
務
者
の
状
況
（
令
和
３
年
度
）

2
0
,75

8
  

1
8
,6

3
9
  

3
9
,39

7
  

5
2
.7

%
  

4
7
.3

%
  

合
計

区
分

4
4
.6%

  

6
.4%

  

2
.4%

  

2
,51

4
  

指
定

都
市

休
務

者
数

の
性

別
の

内
訳

6
,74

1
  

3
,20

5
  

8
,91

3
  

6
,39

5
  

1
7
,57

8
  

5
6
.3%

  

5
0
.1%

  

5
0
.7%

  

休
務

者

1
1
,98

0
  

3
0
.4

%
  

1
6
.2%

  

5
,23

9
  

６
　

端
数

処
理

の
た

め
、

合
計

が
1
0
0
％

と
な

ら
な

い
場

合
が

あ
る

。

２
　

一
部

の
団

体
に

お
い

て
は

、
年

度
で

は
な

く
暦

年
（
令

和
３

年
１

月
～

令
和

３
年

1
2
月

）
の

休
務

者
数

を
計

上
し

て
い

る
。

４
　

（
※

1
）
に

つ
い

て
は

全
団

体
の

休
務

者
の

合
計

に
占

め
る

、
団

体
区

分
毎

の
休

務
者

の
割

合
を

算
出

し
て

い
る

。

4
9
4
  

9
3
0
  

4
6
.9

%
  

1
0
0
.0%

  

1
1
9
,83

9

3
,23

6
,53

4

0
.8%

  

1
.2%

  

5
3
.1%

  
3
.7

%
  

（
参

考
）
職

員
数

と
休

務
者

の
割

合

1
,01

2
,64

2
1
.2

%
  

4
2
6
,16

5
3
,19

0
  

3
1
.3%

  

1
3
.2%

  

4
3
.7%

  

4
9
.9%

  

4
4
.4%

  

1
.5%

  

1
.2%

  

５
　

（
※

2
）
に

つ
い

て
は

参
考

値
と

し
て

、
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
の

実
施

状
況

等
で

調
査

し
た

在
籍

職
員

数
（
表

１
-
３

）
を

引
用

し
て

い
る

。

4
3
6
  

1
,40

5
  

4
9
.3%

  

4
4
.1%

  
5
5
.9%

  

1
0
0
.0%

  

３
　

令
和

２
年

度
か

ら
引

き
続

い
て

休
務

し
た

者
及

び
令

和
３

年
度

中
に

退
職

し
た

者
も

含
ん

で
い

る
。

１
　

令
和

３
年

度
中

に
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

不
調

に
よ

り
引

き
続

い
て

１
か

月
以

上
の

期
間

、
病

気
休

暇
取

得
又

は
休

職
し

た
職

員
を

休
務

者
と

し
て

計
上

し
て

い
る

。

2
4
0
,59

7
1
.0%

  
7
.4%

  
1
,10

9
  

都
道

府
県

1
,43

7
,29

1
市

区

町
村

一
部

事
務

組
合

等

8
,66

5
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セ
ン
ト
の
職
員
が
「
働
き
や
す
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
「
上
司
と
の
人
間
関
係
」「
周
囲
へ
の

相
談
の
し
や
す
さ
」「
年
次
休
暇
等
の
取
り
や
す
さ
」
が

上
位
に
挙
が
っ
て
お
り
、風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
が
、

職
員
の
働
き
や
す
さ
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
大
切
な
要
素
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

　

当
県
で
は
、
日
頃
か
ら
、
各
所
属
に
お
い
て
情
報
共
有

が
適
切
に
行
わ
れ
る
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
を
行
う

と
と
も
に
、
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
ⅰ
）「
働
き
過
ぎ
」
の
見
直
し

　

恒
常
的
な
時
間
外
勤
務
に
よ
る
「
働
き
過
ぎ
」
の
見
直

し
は
、
職
員
の
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
度
、
通
知
を
発
出
す
る

な
ど
し
な
が
ら
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
や
休
暇
の
取
得
促

進
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
能
力
を
発
揮
で

き
る
職
場
環
境
と
組
織
風
土
づ
く
り
を
更
に
推
進
す
る
た

め
、
各
部
局
と
地
域
振
興
局
に
「
人
材
・
組
織
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
を
設
置
し
、
働
き
方
改
革
の
推
進
に
係
る
所
属

へ
の
助
言
・
指
導
や
、
組
織
と
職
に
係
る
不
断
の
点
検
と

見
直
し
、
人
材
の
確
保
・
育
成
、
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
向
上
に
関
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

年
次
休
暇
は
毎
月
一
日
以
上
の
取
得
を
勧
奨
す
る
、
時
間

外
勤
務
は
上
限
時
間
の
原
則
を
徹
底
し
、
特
定
の
職
員
や

班
に
偏
り
が
あ
る
場
合
、
原
因
分
析
と
対
応
策
を
実
施
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

部
局
等
の
単
位
で
も
各
所
属
の
取
組
状
況
等
を
確
認
し
な

が
ら
、
更
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
を
「
働
き

方
改
革
推
進
強
化
月
間
」
と
定
め
、
休
暇
の
計
画
的
な
取

得
促
進
、
業
務
効
率
化
の
推
進
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
、

テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
活
用
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き
る

環
境
整
備
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
重
点
的
に
取
り
組
む
期

間
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が

ら
、
職
員
が
「
働
き
過
ぎ
」
る
こ
と
な
く
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

118地方公務員月報　令和5年 2月号地方公務員月報　令和5年 2月号



フ
バ
ラ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
実
現
で
き
る
職
場
環
境
づ
く

り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
取
組
】

・
毎
年
度
当
初
、
時
間
外
勤
務
等
の
縮
減
、
労
働
時
間
管

理
の
徹
底
及
び
年
次
休
暇
等
の
計
画
的
取
得
の
促
進
に
つ

い
て
各
所
属
あ
て
総
務
部
長
名
の
通
知
文
書
を
発
出

・ 

毎
週
水
曜
日
を
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」（
原
則
と
し
て
職

員
を
定
時
退
庁
さ
せ
る
日
）
に
設
定

・ 

長
時
間
勤
務
を
命
じ
た
場
合
の
産
業
医
に
よ
る
面
接
指

導
・ 「
朝
コ
ミ
」「
夕
（
ゆ
う
）
コ
ミ
」（
班
内
で
の
業
務
の

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
始
業
時
や
終
業
前
に
意
思
疎

通
と
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
時
間
外
勤

務
等
の
必
要
性
や
実
際
の
時
間
外
勤
務
等
の
状
況
を
確

認
す
る
場
。「
コ
ミ
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。）

の
実
施

・ 

庁
内
シ
ス
テ
ム
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
機
能
に
よ
る
出
退
勤

記
録
の
取
り
ま
と
め
及
び
保
管

・ 

休
暇
使
用
計
画
表
に
基
づ
く
年
次
休
暇
の
計
画
的
取
得
、

毎
月
一
日
以
上
の
年
次
休
暇
取
得
の
奨
励

・ 

四
半
期
ご
と
に
、
連
続
す
る
三
日
以
上
の
休
暇
取
得
の

奨
励
、
年
次
休
暇
と
特
別
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
た
長
期

の
連
続
休
暇
の
積
極
的
取
得
の
推
進

・ 

職
員
個
人
の
記
念
日
や
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
促
進
、
職

員
個
人
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
た
日
な
ど
、
メ

モ
リ
ア
ル
休
暇
等
の
設
定

　
　
（
ⅱ
）
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方

　

時
差
出
勤
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
意

識
の
高
ま
り
に
加
え
、
昨
今
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
も
、
職
員
の

関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
県
で
は
、
令
和
二
年
度
末
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
と
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
自
治
体
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
実

証
実
験
」
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
民
間
の
テ
レ
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
な
が
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で

い
て
、
令
和
三
年
度
は
約
五
○
○
人
、
今
年
度
は
職
員
数

の
約
四
分
の
一
に
当
た
る
約
八
○
○
人
の
職
員
が
、適
宜
、
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テ
レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
職
員
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
半
数
が
「
通
勤

時
間
の
短
縮
」
に
よ
る
心
身
の
負
担
軽
減
や
時
間
を
有
効

活
用
で
き
る
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
子
育
て

や
介
護
を
行
っ
て
い
る
職
員
に
と
っ
て
そ
の
効
果
は
大
き

く
、「
子
ど
も
の
学
校
行
事
の
対
応
が
あ
る
場
合
、
こ
れ

ま
で
は
移
動
時
間
を
含
め
た
半
日
の
年
次
休
暇
を
取
得
し

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
中
で
あ
れ
ば

二
時
間
の
年
次
休
暇
の
取
得
で
済
ん
だ
」「
自
宅
に
い
ら

れ
た
こ
と
で
、
昼
休
み
中
だ
け
で
も
介
護
支
援
が
必
要
な

親
に
対
応
で
き
た
」
な
ど
、
通
常
の
出
勤
形
態
以
外
の
柔

軟
な
働
き
方
が
選
択
肢
と
し
て
あ
る
こ
と
で
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

他
方
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
な
い
職
員
か
ら
は「
職

場
に
よ
っ
て
上
司
・
同
僚
の
理
解
の
格
差
が
大
き
い
と
感

じ
る
」「
ア
カ
ウ
ン
ト
取
得
や
実
施
時
の
報
告
な
ど
手
続

き
が
煩
雑
で
躊
躇
す
る
」な
ど
の
意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
す
る
職
員
の
一
層
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
職
場
に
関
わ
ら
ず
、
本
人
の
希
望
に

応
じ
て
柔
軟
に
働
き
方
を
選
択
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
取
組
】

・ 

時
差
出
勤
（
令
和
二
年
度
か
ら
通
年
実
施
。
シ
フ
ト
は

午
前
七
時
始
業
か
ら
午
前
一
一
時
始
業
ま
で
の
八
パ

タ
ー
ン
）

・ 

テ
レ
ワ
ー
ク
時
等
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
自
治
体
専
用
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
を
試

験
的
に
導
入
（
令
和
四
年
度
か
ら
）

　

三　

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

　

妊
娠
や
出
産
で
心
身
共
に
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
る

女
性
職
員
を
、
職
場
全
体
で
フ
ォ
ロ
ー
し
、
育
児
休
業
を

取
得
し
た
後
、
誰
も
が
安
心
し
て
復
帰
で
き
る
職
場
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、
県
全
体
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
当
県
で
は
、
平
成
一
七
年
三
月
に
、
次
世
代

育
成
支
援
対
策
法
に
基
づ
く
「
秋
田
県
庁
等
特
定
事
業
主
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行
動
計
画
」
を
、
ま
た
、
平
成
二
八
年
三
月
に
は
、
女
性

の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
秋
田
県
特
定
事
業
主
行
動
計
画
（
前
期
計
画
）」
を
策

定
し
、
職
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
を
図
る
と
と

も
に
、
女
性
活
躍
に
関
す
る
目
標
と
取
組
内
容
を
定
め
、

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
職
員
が
自
ら
の
個
性
と
能
力
を
一
層

発
揮
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
に
は
、
こ
の
二
つ
の
特
定
事
業
主
行
動
計

画
を
統
合
し
た
「
秋
田
県
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」（
以

下
「
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」）
を
策
定
し
、
一
体
的
な

取
組
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
ⅰ
）
女
性
活
躍
の
推
進

　

特
定
事
業
主
行
動
計
画
で
は
、
女
性
活
躍
に
係
る
目
標

と
し
て
「
令
和
七
年
度
ま
で
に
管
理
職
（
本
庁
課
長
級
以

上
。
以
下
同
じ
）
の
女
性
職
員
割
合
を
一
五
パ
ー
セ
ン
ト

と
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

管
理
職
へ
の
登
用
に
当
た
っ
て
は
、性
別
に
関
わ
ら
ず
、

全
て
の
職
員
に
対
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
機
会
を
提

供
し
、
適
正
な
人
事
評
価
の
結
果
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と

が
前
提
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
企
画
業
務
等
へ
の
配
置

や
本
庁
班
長
職
へ
の
登
用
等
を
通
じ
て
、
女
性
職
員
の
政

策
形
成
能
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
今
年
度
（
四
月
一
日
現
在
）

の
管
理
職
に
占
め
る
女
性
職
員
割
合
は
、前
年
度
か
ら
一
・

八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
職
員
総
数
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
が
上

昇
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
職
員
の

割
合
は
着
実
に
高
ま
っ
て
く
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
一

方
で
、
特
定
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
令
和

二
年
度
に
実
施
し
た
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
女
性
職
員

は
、
男
性
職
員
に
比
べ
、
そ
も
そ
も
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

望
ん
で
い
な
い
職
員
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
自
ら
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

や
育
児
と
仕
事
の
両
立
に
対
す
る
不
安
の
ほ
か
、
身
近
に

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
当
県
で
は
、
昨
年
度
、
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女
性
の
活
躍
推
進
を
目
的
と
し
て
メ
ン
タ
ー
制
度
を
試
行

的
に
導
入
し
、今
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
メ
ン
タ
ー
制
度
と
は
、
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
有
す
る
庁
内
の
先
輩
職
員
（
メ
ン
タ
ー
）
が
、
後
輩
職

員
（
メ
ン
テ
ィ
）
に
対
し
て
行
う
個
別
支
援
活
動
で
す
。

具
体
的
に
は
、
メ
ン
タ
ー
が
、
定
期
的
な
面
談
を
通
じ
て
、

メ
ン
テ
ィ
の
抱
え
る
仕
事
上
の
課
題
や
悩
み
な
ど
の
相
談

に
乗
り
な
が
ら
、
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
た
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
行
う
こ
と
で
、
メ
ン
テ
ィ
が
自
ら
そ
の
解
決
に
向
け

て
意
思
決
定
し
、
行
動
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
組
織
と
し
て
女
性
を
育
成
す
る
風
土
を

県
庁
内
全
体
に
根
付
か
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
メ
ン
テ
ィ

が
自
ら
の
強
み
を
活
か
し
た
活
躍
を
望
み
、
生
き
生
き
と

輝
き
た
い
と
考
え
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
女
性
職
員
の
割
合
が
高
ま
っ
て
く
る
中
、
こ

う
し
た
制
度
や
研
修
等
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
女
性
は

も
と
よ
り
男
性
を
含
め
て
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
と

と
も
に
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
支
援
や
子
育
て
を
し
な
が
ら

安
心
し
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
な
ど
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
職
員
が
描
く

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
実
現
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
取
組
】

・ 

女
性
職
員
の
本
庁
班
長
職
へ
の
登
用
や
企
画
業
務
へ
の

配
置
等
を
通
じ
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
や
政
策
形
成

能
力
を
向
上

・ 

女
性
職
員
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
研
修
の

実
施

・ 

中
堅
職
員
を
対
象
と
し
た
女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
研

修
の
実
施

・ 

女
性
職
員
の
外
部
研
修
へ
の
派
遣

　
　
（
ⅱ
）
男
性
が
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

女
性
が
職
務
に
専
念
し
、
更
な
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
い
く
た
め
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
男
性
が

子
育
て
を
積
極
的
に
行
い
、
夫
婦
が
共
に
仕
事
と
子
育
て

を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

当
県
に
お
け
る
令
和
三
年
度
の
男
性
職
員
の
育
児
休
業
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取
得
率
は
、
県
全
体
で
四
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
全
国
第

二
位
）、
知
事
部
局
等
は
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
全
国
第

三
位
）
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。

男
性
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ

の
中
で
も
効
果
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
取
組
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

当
県
で
は
、
各
所
属
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る

男
性
職
員
を
把
握
し
た
場
合
、
所
属
長
が
当
該
職
員
と
面

談
を
行
っ
た
上
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
間
中
に
職
員

が
利
用
で
き
る
休
業
・
休
暇
制
度
等
の
取
得
予
定
や
取
得

希
望
時
期
を
記
載
す
る
「
育
児
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
」
を
作
成

し
、人
事
課
へ
提
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

所
属
長
は
、
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
育
児
休
業
の
取
得
時

期
等
を
踏
ま
え
て
業
務
分
担
の
見
直
し
や
所
属
職
員
へ
の

理
解
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、
対
象
職
員
が
制

度
を
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
二
年
度
の
男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
率
は
、二
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
知
事
部
局
等
）
で
、

前
年
度
の
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
〇
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
「
四
人
に
一
人
」
と
い
う
状
況

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
た
め
、
令
和
三
年
度
か
ら
更
な
る
取

得
促
進
に
向
け
て
、
取
組
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

男
性
職
員
が
育
児
休
業
の
取
得
を
た
め
ら
う
理
由
の
一

つ
と
し
て
「
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
に
対
す
る
漠
然
と
し

た
不
安
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
「
育
児
休
業　

収
入

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
」
を
作
成
、
庁
内
の
電
子
掲

示
板
に
常
時
掲
載
し
、
必
要
な
職
員
が
い
つ
で
も
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ー
ト
は
、
職
員
が
、
想

定
す
る
育
児
休
業
期
間
と
、
自
身
の
給
与
明
細
を
も
と
に

給
与
月
額
等
の
情
報
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
育
児
休
業
手

当
金
の
給
付
や
税
額
の
減
少
、
共
済
掛
金
の
免
除
等
も
含

め
て
、
育
児
休
業
中
の
手
取
り
額
を
具
体
的
に
算
出
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
育
児
休
業
の
取
得
時
期
や
取
得

期
間
に
応
じ
た
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
簡
単
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
る
職
員

が
一
歩
前
に
進
み
や
す
く
な
る
よ
う
、
組
織
と
し
て
一
層

の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
と
し
、
知
事
、
副
知
事
以
下
、
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部
局
長
等
が
参
加
す
る
会
議
の
場
を
通
じ
て
、
男
性
職
員

の
積
極
的
な
育
児
休
業
取
得
を
全
庁
的
な
共
通
認
識
と
し

て
、
各
部
局
に
お
い
て
も
一
層
の
呼
び
か
け
を
行
い
な
が

ら
、
気
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
併

せ
て
、
人
事
課
に
お
い
て
、
春
と
秋
の
年
に
二
回
、
各
部

局
を
通
じ
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
予
定
の
男
性
職
員
を
把

握
し
た
上
で
、
人
事
課
長
か
ら
対
象
職
員
と
そ
の
所
属
長

に
対
し
て
、
個
別
に
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
男
性
職
員
が
育

児
休
業
を
取
得
す
る
意
義
と
併
せ
て
、職
員
に
対
し
て
は
、

配
偶
者
や
職
場
の
上
司
と
相
談
の
上
、
育
児
休
業
を
計
画

的
に
取
得
す
る
よ
う
勧
奨
し
、
所
属
長
に
対
し
て
は
職
場

に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
す
る
と
い
う
取
組
も
始
め
ま

し
た
。
職
員
か
ら
は
「
改
め
て
家
族
、
職
場
の
皆
様
と
相

談
し
、
育
児
休
業
の
取
得
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」「
第

二
子
誕
生
時
に
は
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
直

接
、提
案
を
い
た
だ
い
て
気
持
ち
が
非
常
に
楽
に
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
ほ
か
、
所
属
長
か
ら
は
「
早
々
に
面

談
を
実
施
し
た
」「
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
や
業
務
分
担

の
柔
軟
な
調
整
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
い
っ
た

声
が
あ
る
な
ど
、
職
員
と
職
場
の
双
方
が
男
性
職
員
の
育

児
休
業
の
取
得
を
前
向
き
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

全
庁
的
な
気
運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
予
定
の
職
員
の
情
報
を
早
期
に
把
握
し
、
本
人

と
所
属
長
に
対
し
て
、
個
別
に
、
直
接
働
き
か
け
る
こ
と

で
、
家
庭
や
職
場
で
、
子
育
て
を
話
題
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
増
え
、
職
員
に
と
っ
て
も
、
職
場

に
と
っ
て
も
育
児
休
業
の
取
得
に
向
け
て
計
画
的
に
取
り

組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
所
属
か
ら
は
「
職
場
内
の

雰
囲
気
も
、
子
育
て
を
頑
張
る
よ
う
に
と
応
援
す
る
雰
囲

気
で
包
ま
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
あ
る
な
ど
、
男
性

職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
、
あ
る
い
は
職
場
に
お
い

て
男
性
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
を
後
押
し
す
る
気
運
は

着
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
実
際
に
育
児

休
業
を
取
得
し
た
職
員
か
ら
は
「
休
業
中
の
周
囲
の
負
担

を
考
え
る
と
、
希
望
ど
お
り
の
期
間
は
取
得
で
き
な
か
っ

た
」
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
が
、
い

つ
で
も
、
ど
の
所
属
に
い
て
も
、
希
望
ど
お
り
の
期
間
の
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育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に

は
、職
員
と
職
場
の
一
層
の
意
識
改
革
を
図
る
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
で
情
報
共
有
が
適
切
に
行

わ
れ
る
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
や
、
業
務
量
と
人
員

の
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

今
後
、
取
得
率
の
更
な
る
向
上
に
向
け
て
、
男
性
職
員

の
育
児
休
業
取
得
が
「
当
た
り
前
」
と
な
る
よ
う
な
組
織

風
土
づ
く
り
に
一
層
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
職
員
が
希

望
す
る
時
期
と
期
間
に
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
よ
う
更

に
「
働
き
や
す
い
」
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
取
組
】

・ 

子
育
て
に
関
す
る
各
種
制
度
等
を
紹
介
し
た
「
子
育
て

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
周
知

・ 

職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
予
定
の
場
合
に
は
代
替
職
員

を
配
置
す
る
ほ
か
、
年
度
の
途
中
に
お
い
て
、
育
児
休

業
の
取
得
を
希
望
す
る
職
員
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
予

算
の
範
囲
内
で
育
児
休
業
代
替
会
計
年
度
任
用
職
員
を

配
置

 　

四　

終
わ
り
に

　

職
員
が
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
と
適
性
を
思
う
存
分
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

基
盤
と
な
る
家
庭
生
活
の
充
実
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
今
後
と
も
、
職
員
が
、
家
庭
と
の
両
立
を
図
り
な
が

ら
、
多
様
な
個
性
と
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、
誇
り
と
意

欲
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
社
会
環
境
の
変
化
や
職
員
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
仕
組
み
づ
く
り
、
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
︑所
属
か
ら
は﹁
職
場
内
の
雰
囲
気
も
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育
て
を

�
�
る
よ
う
に
と
応
�
す
る
雰
囲
気
で
�
ま
れ
て
い
る
﹂
と
い
�
た
声
が
あ
る

な
ど
︑
男
性
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
す
る
︑
あ
る
い
は
職
場
に
お
い
て
男
性

職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
を
後
�
し
す
る
気
�
は
�
実
に
�
ま
�
て
き
て
い
ま

す
︒⼀
⽅
で
︑実
際
に
育
児
休
業
を
取
得
し
た
職
員
か
ら
は﹁
休
業
中
の
周
囲
の

�
�
を
考
え
る
と
︑
希
望
ど
お
り
の
期
間
は
取
得
で
き
な
か
�
た
﹂
と
い
�
た

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
︒職
員
が
︑い
つ
で
も
︑ど
の
所
属
に
い
て
も
︑希
望

ど
お
り
の
期
間
の
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
は
︑

職
員
と
職
場
の
⼀
層
の
�
�
�
�
を
図
る
と
と
も
に
︑
�
�
�
�
�
�
�
�
ン

が
活
発
で
情
報
共
有
が
適
切
に
⾏
わ
れ
る
⾵
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
や
︑
業

務
量
と
⼈
員
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
し
た
場
合
で
あ
�
て
も
�
�
�
か
つ
�
�
に

対
応
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
︒ 

今
後
︑
取
得
率
の
更
な
る
向
上
に
向
け
て
︑
男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
が

﹁
当
た
り
前
﹂
と
な
る
よ
う
な
組
織
⾵
⼟
づ
く
り
に
⼀
層
努
め
て
い
く
と
と
も

に
︑職
員
が
希
望
す
る
時
期
と
期
間
に
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る
よ
う
更
に﹁
働

き
や
す
い
﹂職
場
づ
く
り
を
⽬
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
︒ 

︻
そ
の
他
の
取
組
︼ 

・
⼦
育
て
に
�
す
る
�
�
�
度
�
を
�
�
し
た﹁
⼦
育
て
�
ン
�
�
�
�
﹂を
�

成
し
周
知 

・
職
員
が
育
児
休
業
を
取
得
予
定
の
場
合
に
は
代
替
職
員
を
配
置
す
る
ほ
か
︑

年
度
の
途
中
に
お
い
て
︑
育
児
休
業
の
取
得
を
希
望
す
る
職
員
が
あ
�
た
場

合
に
は
︑
予
算
の
範
囲
内
で
育
児
休
業
代
替
会
計
年
度
任
⽤
職
員
を
配
置 
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職
員
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の
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発
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後
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も
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が
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庭
と
の
両
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を
図
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が
ら
︑
多
様

な
�
性
と
�
�
を
�
�
�
発
揮
し
︑
�
り
と
�
�
を
�
�
て
⽣
き
⽣
き
と
仕
�

に
取
り
組
�
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
�
会
環
境
の
変
化
や
職
員
の
�
�
�
を
�

ま
え
た
仕
組
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づ
く
り
︑
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
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と
考
え
て
い

ま
す
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秋田県における男性職員の育児休業取得率

(総務省 勤務条件等調査より)

県(教育・警察含む) 知事部局等
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